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１．諸言 

PID(Potential Induced Degradation)は太陽光発

電の出力が急激に低下する劣化現象であり、長

期間の安定した発電を実現するためには、PID

が発生する条件を明確化して、対策を施す必要

がある。PID に対する光照射の影響については、

別途屋内試験で研究が進められ、光照射による

PID抑制効果[1]や、逆バイアス電圧印加による

PIDの促進効果[2]が確認されている。本研究で

は、これらの効果を屋外で確認するため、光照

射条件が異なる環境で屋外 PID 加速試験を行

なった。 

２．実験 

p 型結晶シリコン太陽電池セル(セル)4 枚を

直列接続し、ソーダライムガラス(ガラス)、

EVA、セル、EVA、バックシートの順に積層し、

ラミネートして作製したモジュール 6 台を試

料とした。モジュールに遮光板を近接設置する

ことで光照射条件を変えた。PID を模擬する電

圧として、対地電圧-1000V をモジュール架線

に印加した。 

３．結果と考察 

Table 1 には、各モジュールに配置した遮光

板の平面図と屋外 PID 加速試験前後に撮影し

たモジュールの EL画像を示す。括弧内は初期

値で規格化した最大出力(Pmax)である。PID に

よる明確な Pmax 規格値の低下が確認できるの

は、モジュール 3である。モジュール 3は、木

材をガラスに近接設置することで、4 枚のセル

の内、2 枚のセルを全面的に遮光したモジュー

ルである。他のモジュールでは、試験前後にお

ける Pmax規格値の低下は 0.03～0.06 であり、

明確な出力低下は確認できない。モジュール

2,5,6 に対する遮光は、モジュールに対する遮

光位置や、遮光率に違いはあるが、いずれもセ

ル全面を遮光していないと言う点が共通して

いる。一方モジュール 3において、遮光されて

いないセルでは光照射による PID抑制効果が 

Table 1 屋外 PID 加速試験結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生じ、セル全面が遮光されているセルでは逆バ

イアス電圧印加による PID 促進効果が生じて

いる可能性がある。 

 なお、遮光板による日射や風通しの差でセル

に温度差が生じることが外乱になっている。 

４．結言 

 外乱のある環境ではあるが、屋内で確認され

ている光照射による PID への影響を屋外で確

認できた。 
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